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「吉備保育会」の設立とその活動
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Abstract
This Paper is aim to clearfy the establishment and activity of“KIBI HOIKUKAI”association and
focused on the founder KUNITOMI Tomojiro and ORII Yarue’s infant education activities.“KIBI
HOIKUKAI”association belong to“SANSIHI（KYOTO，OSAKA，KOBE）RENGOU HOIKUKAI”
about ten years later. The association was studied hard of Infant education activities and so on. The
founder of KUNITOMI made a great contribution to the Infant Education in OKAYAMA. ORII had an
experienced on the director of Many Nursury Schools in OKAYAMA City and supported KUNITOMI
for many years.
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Ⅰ.はじめに
本研究では、「吉備保育会」の設立経緯とその活
動の実態について明らかにするものである。吉備保
育会は、岡山出身の教育家であった国富友次郎が
1900（明治33）年に創設したものであり、以後岡山県
における幼稚園教育を発展させることになった１）。
岡山県においては、1884（明治17）年、岡山師範学
校に幼稚科が設けられてから市内を中心とした幼稚
園設置の動きが次第に高まりを見せた。1885（明治
18）年になると、「旭東幼稚園」の前身「環翠幼稚
園」が設立され、２年後の1887（明治20）年には、
深柢・弘西・清輝幼稚園の前身園がそれぞれ誕生し
た。先述の4園は、後に岡山市立の幼稚園に移管さ
れるが、園の経営不振を理由に1894（明治27）年に
は、廃園に追い込まれる憂き目にあった。
しかしながら幼稚園設置の願いは根強く、岡山市
民やおよび民間の有志者らの尽力により、1895（明
治28）年４月に再開した。引き続き幼稚園廃止の問
題をめぐり、岡山市議会では議論の焦点となってい
た。この緊急事態を受け、当時深柢小学校および同
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2 「吉備保育会」の設立とその活動
幼稚園園長を兼任していた国富は、保姆の資質向上
とそれを遂行する組織の必要性を痛感し、「吉備保
育会」を設立した。
吉備保育会には、設立者の国富のほか、岡山女子
師範学校主任保姆の経験がある岡政、岡山市内の幼
稚園園長の経歴をもつ折井彌留枝が入会していた。
ことに折井は長い期間にわたり同会に在籍し、数々
の研究発表や保育実践等の経験をいかし、県下の幼
稚園教育の充実を図ることに努めた。後世国富は「岡
山市各幼稚園長を牽引せられ、三十余年間専心一意
本市教育のために努力せられたので、真に折井氏は
幼児教育界の恩人として今なお敬意を払っている次
第」と称えていることからも彼女の貢献度の大きさ
をうかがい知ることができよう２）
先行研究では、京都・大阪・神戸市内の保育者ら
の研究機関として歴史も古く、のちに吉備保育会も
入会することになる「京阪神三市連合保育会」を取
り扱ったものが存在し、これまでに論述されてい
る３）。国富と吉備保育会の概略については、これま
でに秋山和夫氏の研究が存在する４）。しかしながら
同会の設立意図や活動実態についての考察・検討に
ついては管見の限りでは見当たらない。
かくして吉備保育会の設立意図および活動内容を
明らかにすることを通して、同会の発展に尽力した
創設者国富とそれを支えた折井の活動についてもふ
れたい。
Ⅱ.吉備保育会の創設と幼児教育研究
１．幼児教育への関心と「吉備保育会」の設立
国富友次郎は、1870（明治３）年に岡山県浅口郡
鴨方町（現在の浅口市鴨方町）にて誕生した。幼少
期から勉学に勤しんだ彼は、やがて地元の岡山県師
範学校に入学をはたした。卒業後は小学校教員とし
て勤務し1896（明治29）年12月には、岡山市内の深
柢小学校の訓導兼校長に赴任した。深柢幼稚園につ
いても岡山市立幼稚園の運営として実施されたが同
幼稚園の移転問題が浮上し、同幼稚園廃止について
の議論が交わされた。国富は深柢小学校および幼稚
園園長を兼任していたこともあり、幼稚園の維持存
在のために努めていく。
国富は、さらに幼児教育への関心を示し、幼児教
育発展のために保姆の資質向上とその組織づくりが
必要であると考えた。これにより1900（明治33）年
に、「吉備保育会」を設立した。彼は設立時に副会
長に就任した。しかしながら会長であった岡山師範
学校長岡田純夫の退任を受け、その後国富が会長職
を引き継いだ。以来、1940（昭和15）年に岡山市長
に就任する迄の40年間、同保育会会長としてその責
務を果たすことになった。
吉備保育会の発会式は、岡山市内の「環翠幼稚園」
において執り行われた。のちに国富は当時の事情を
「会員は教育者を中心に市民の有志で、大いに気勢
を挙げた事は本市教育の一大躍進であって、一生忘
れる事のできない快事」と振り返っている５）。彼は
以後岡山の幼児教育に精力を傾けた。
２．「京阪神連合保育会」の設立の経緯と吉備保
育会の入会
国富創設の吉備保育会はいかなる活動をしていた
のか。それを説明する前に「京阪神連合保育会」の
組織について見てみる必要がある。同会は、「京都
市保育会」（1896年設立）、「大阪市保育会」（1897年
設立）、「神戸市保育会」（同年設立）の３市から成っ
ていた。京都市保育会は、市内10幼稚園に在職した
保姆ならびに同園を管轄する尋常小学校校長らが研
究会を結成したのが最初である。同会では保育方法
ならびに唱歌・遊戯の統一することを目的とした研
究会が主に活動した。大阪市保育会においては、
1897年に東区で催された「保育法研究会」に、神戸
頌栄幼稚園創設者のハウ女史を招聘し、市内西区・
南区・北区の幼稚園保姆等を参加させたことがその
嚆矢であった。また神戸市保育会は同年、神戸頌栄
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幼稚園に神戸市内の幼稚園保姆等を集めたのがその
はじまりであった。この三市の保育会の各代表者等
が結集し、1897年10月に「三市連合保育会」の創立
協議が行われた。同会では年３回の会議の開催が決
められた。『三市連合保育会雑誌』は、翌1898（明
治31）年７月より発刊され、会議の議事録を中心に
掲載されるようになった。時代が下り1921（大正10）
年になると、京阪神地方を中心に活動していた保育
組織「京阪神三市連合保育会」に吉備保育会が入会
を果たすことになった。その時の様子は以下の通り
であった６）。
議事
第一 吉備保育会及名古屋市保育会入会の件
吉備保育会加盟申込後名古屋市保育会から
も申込がありましたから幹事会に於て加盟
を歓迎することになりましたが御異議がご
ざいませんでしたら御一同の拍手歓迎を願
ひます（満場拍手歓迎）
満場一致の採決であった。吉備保育会の入会を受け、
名古屋市保育会も加盟することになった。以降「吉
備保育会」の記事は、誌面に登場するようになった。
以下に示した史料は、1922（大正11）年11月12日に
開催された「第二十九回京阪神保育会記事」である。
参考までに「吉備保育会」に関する記事（議事録）
に着目したい７）。
第二十九回京阪神連合保育会記事
第二十九回三市連合保育会は大正十一年十一月
十二日午前九時から、大阪市愛日尋常小学校講
堂に於て開かれました。会は、左の順序により
進行（中略）
研究題
1.幼児保育上特に留意すべき国民道徳の徳目
如何 吉備保育会
2.将来文化生活を営む可き都市の児童として
如何なる事を考慮す可きか。
大阪市保育会
3.幼稚園と小学校初年級との連絡を密接なら
しむる為め、特に法令の制定を其筋へ建議
するの要なきか 大阪市保育会
研究発表
1.童謡について
2.幼児の動物に対する観察調査
京都市保育会
3.幼児の身体発育上に就て気付きし事項
吉備保育会
4.遊戯に就て
大阪市立愛珠幼稚園長 稲葉夫佐
吉備保育会は「研究題」・「研究発表」の担当になっ
ていた。「研究発表」の「３」では、吉備保育会を
代表し、折井彌留枝なる人物が発表の担当者となっ
ていた。
３．折井彌留枝の入会と活動
折井彌留枝とはどのような人物であったのか。
1898（明治31）年７月に東京女子高等師範学校保姆
科を卒業した折井は、和歌山市内の幼稚園に勤務し
た後、国富らの幼児教育関係者らにその功績が認め
られ、「岡山招聘」の話を持ちかけられた。一念発
起した折井は、1909（明治42）年３月に岡山市内の
旭東尋常小学校附属旭東幼稚園の主任保姆として赴
任した。1911（明治44）年以降は旭東幼稚園をはじ
め、深柢、弘西、清輝等の各幼稚園の園長歴任、さ
らに1914（大正３）年からは出石、内山下、伊島の
各幼稚園の兼任園長としてもその実力を発揮した。
市内の幼稚園園長を長年経験するなかで、自らの保
育実践に一層磨きをかけることとなった。保育実践
にとどまらず彼女の興味・関心は保育研究にまで及
んでいた。彼女は研究発表についても積極的に取り
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組んだ。研究発表のなかで折井は、次のように述べ
ている８）
私共が幼児保育の上に研究調査すべき問題は、随
分限りなくあることと存じます。就中最も重要で
ありまして、一日も怠ってはならない所のものは、
幼児身体発育の問題であります（中略）保育事業
といふものは、保姆たる私共が幼稚園において、
積極的方面のみにベストを尽す（執筆者－註）だ
けでなく、よく専門医の方々並びに心理学の先生
方と常に提携いたしまして注意し、研究調査をす
ることに依つて、始めてその所期の目的を達し得
る
「幼児身体発育」の問題を取りあげた折井の考えは、
保育者と「専門医の方々並びに心理学の先生方と詰
めに提携」するといった斬新的な発想であった。折
井は「研究調査」を勧めていく上で、「所期の目的
を達し得る」ことに努めていった。
さらに折井は、1925（大正14）年10月17日開催の
「第32回京阪神連合保育会」（神戸市保育会主催・
神戸尋常小学校）の際に、吉備保育会の「研究題」
の議事として以下のものを提出している９）。
時代の要求に鑑み幼稚園教育に於て質実剛健の
芽生を一層強くならしむる方策如何
吉備保育会代表 折井彌留枝
私共保育上に就て最も重要なる殊は、第一保姆
が薫陶上質実剛健たらしめる事に就て、質実剛
健の精神に適応する様にするにはどうしたら宜
いか（ママ－執筆者註）、次に質実剛健の精神
をどう云ふ風に加味して宜いか、又家族は如何
に教育すべきや、尚其他色々保育施設上考慮す
べき事が多々あると思ひます。それでどうか皆
さんの御高見を拝聴して、適当な案を作つて見
たいと思ひます
折井は「保姆が薫陶上質実剛健たらしめる事に就
て」、「質実剛健の精神に適応する様にはどうしたら
宜いか」や「質実剛健の精神をどう云ふ風に加味し
て宜しいか」質疑している。折井は「保姆」の養成
が、「保育上に就て最も重要なる殊」と位置づけて
いることがわかる。折井はまた「幼稚園に於ける適
切なる手技の種類に就きて」（1923年第30回京阪神
連合保育会記事）等にみられる研究発表を行って
いった。かくして研究熱心な折井はさらに意欲を増
し探求心を旺盛にしていったのである。
４．保育研究への尽力と「幼小連携」の提唱
折井によって、保育研究が進められていくなか、吉
備保育会では様々な実践・研究発表が行われていく
ようになった。同年12月に発刊された「吉備保育会
記事」には、次のような記事が掲載されていた10）。
吉備保育会総会
大正十一年六月岡山県女子師範学校附属幼稚園改
築竣工を祝し同月二十五、六の両日同幼稚園に於
て本会総集会及県下幼稚園関係者研究大会を開き
たり。出席総員一百二十余名。挙行事項の左の如
し（中略）
第二日（六月二十六日）
午後 研究発表
幼児取扱上留意せし事柄（分団保育）
家庭との連絡方案及左利児童取扱法
保育の実際問題
現代に於ける保育卑見
幼児の睡眠時間調査に就て
遊戯の実習
大正十二年二月十三日午後一時より岡山市、出
石幼稚園に於て本会総集会を開きたり。出席会
員九十余名挙行事項左の如し
1.談話 小学校と幼稚園との連絡状況
県下各郡市及廣島県福山市出席会員より
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交々実際状況の報告ありて出席会員の参
考資料多かりし
「小学校と幼稚園との連絡状況」なる記事に気づく。
この頃既に「幼小連携」の考え方がすでに芽生えて
いたのか。「小学校と幼稚園の連絡」については、
先述した岡政の貴重な論考がある。岡は「保姆が小
学校の一部分の教育と担任或は２年迄持上」げたり、
「研究教授」として「研究保育に相互参観、意見も
加える。猶県下の小学校殊に低学年研究には両者と
も参加、意見交換同様になす」と提言している11）。
「校園連絡を特に意識し殊更に為したのでは勿論な
いですが実際の事を考へ合せてみたら小学校への準
備的関係に於て当然結び付いて居た事を語るのであ
ります」と幼稚園・小学校の連絡は必然的に行われ
るべきものであると主張している12）。岡は将来を見
据えた提言を行ったものと思われる。また1925（大
正14）年６月13日の「総会」の記事にも、「幼稚園」・
「小学校」に関する内容について次のように掲載さ
れている13）。
吉備保育会（大正十四年度）
大正十四年六月十三日総会
会場 岡山県都窪郡倉敷町新渓園敬倹堂に於て本
会定期総会を開く
挙行事項
一、国富会長開会の辞 （中略）
四、講演
演題 国民道徳の種子 会長 国富友次郎氏
（中略）
大正十四年八月六日より九日まで夏期講習会を
開く（中略）
二、幼稚園及び低学年教育の原理
講師 東京女子高等師範学校 倉橋惣三氏
三、幼稚園及小学校に適切なる舞踏表情新遊戯
講師 大阪市金蘭女学校講師 久保富次郎氏
「幼稚園と小学校の連絡」に関しては、夏期講習会
においても「幼稚園及び低学年教育の原理」（講師
倉橋惣三）や「幼稚園及小学校に適切なる舞踏表情
新遊戯」（講師久保富次郎）などの講習が実施され
ている。この頃保育界・教育界の関心事の一つに
なっていたのかもしれない。また1924（大正13）年
10月17日～19日までの３日間、吉備保育会主催の「第
四回全国幼稚園関係者大会」も開催された。以下の
記事には、国内外を問わず参加者多数の様子につい
て報じている。以下にその記事について見てみた
い14）。
第四回全国幼稚園関係者大会記事
大正十三年十月十七日より三日間、吉備保育会
の主催により岡山市による第四回全国幼稚園関
係者大会を開催せられました。
第一回は東京市に、第二回は大阪市に、第三回
は大分市に何れも盛会であつた事は申す迄もあ
りませんが、今回は満州、朝鮮、台湾からも御
出席がありまして其の数四百四十八人、出席者
自身が保育上多大なる利益を得た事は勿論、廣
く一般社会に幼児教育上少なからぬ刺激を与へ
得た事は確に非常なる成功であつたと思ひます
（中略）
研究発表（中略）
三、露天保育ノ実際ニ就テ 大阪市保育会
四、手技画用紙製作ニツキテ 静岡県私立静岡
桜花幼稚園設立者 林金子
五、幼児ノ夢ニ就テ 岡山市内内山下幼稚園長
高原寅（中略）
七、幼児身体発育上ニ就イテ気付キシ事項 岡
山市立幼稚園
八、幼児ノ素質測定ト教育上ノ試ミ 岡山県女
子師範学校附属幼稚園（中略）
第三日
諮問案及ビ議題
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全国連合保育会設立ノ件（緊急動議）
講演 講師 東京女子高等師範学校教授 倉橋
惣三君 以上
「其の数四百四十八人」もの参加者を集めた大会は
盛会であった。「研究発表」において、吉備保育会
関連から３件の発表がなされた。保育研究に対して
の意欲が感じられよう。「講演」には、倉橋惣三を
「講師」として招いて実施していることが注目され
る。倉橋は幼少年期を岡山で過ごした事情があり、
倉橋が通学した内山下小学校に当時教員として国富
が在職していた経緯があった。以来ともに交流を育
んでいったのであろう。国富は教え子倉橋を岡山の
幼児教育の発展に一躍かわせた。倉橋は「岡山の幼
稚園は、市立小学校の全部に開設されてあって、而
も小学校との連絡が遺憾なく整っている（中略）幼
児も溌剌たるもので、あの忌むべきこまじゃくれた
点は鳥海も見出せません」と幼稚園・小学校の連絡
さらには幼児の様子について高い評価を付してい
る15）。
通常の総会のほか「幼稚園保護者会」・「短期講習
会」（通算２度開催）・「通俗幼児教育講演会」等
についても行われ活動が画期的であった事情がうか
がえる。
Ⅲ．吉備保育会の組織の拡大化
１．活動内容・状況の変化
1926（大正15）年４月になると、勅令により「幼
稚園令」が公布された。「小学校令」・「中学校令」・
「高等女学校令」等に至ってはこれまでに独立法令
として存在していたが、このたび幼稚園のための法
令ができたことは、教育機関として承認されたもの
といえる。また幼稚園令の制定とあいまって、吉備
保育会の努力、さらには一般市民の意識の高揚など
もあり、幼稚園数が著しく増加した。保育会会員で
深根幼稚園園長の経験があった馬場千代野は、「大
正十年にはわずか二十六園にしかなつて居ませんが
五年後の大正十五年には六十二園となりました。更
に新例（幼稚園令－執筆者註）発布後の一年半に十
四円増設されて現在では七十六園になりました」と
当時の事情を述べていることからもわかる17）。吉備
保育会の活動状況にも徐々に変化が見られるように
なる。以下にその事情について伺ってみたい18）。
吉備保育会（大正十五年 昭和元年度）
一、大正十五年六月六日 総集会
廣島県鞆町対潮楼に於て定期総集会を開きた
り。出席会員一百貳拾四名。
挙行事項左の如し。
一、前年度庶務及び会計報告
二、宣言 決議発表
三、講話 幼児の教育に就て 会長 国富友次
郎君
四、遊戯 お月様、影ぼうし、お遊び、曲りか
ど（中略）
一、大正十五年十月二十八日 講演会
岡山市深柢尋常高等小学校講堂に於て東都より
阿部季雄先生を聘し通俗幼児教育講演会（演題
女は弱し、されど母は強し）を開きたり。聴
衆一千余名盛会にてありし。
一、大正十五年十一月二十日 総集会
岡山県女子師範学校附属幼稚園に於て定期総集
会を開きたり。出席会員百四十名。
挙行事項は左の如し。
一、報告
全国保育大会の情況 会員 佐々てつ君
東京地方幼稚園視察談 会員 馬場千代野君
二、協議
他府県幼稚園視察員派出の件
近畿、名古屋方面へ二名、香川、廣島方面へ
二名を派出することに決し半数は会長の指名
として他は抽選とすることに決す。
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三、研究発表
ある朝 会員 渡邊美子君
興味に就て 会員 岡野信子君
四、遊戯実習
お池の緋鯉、キューピー、とんぼ
一、昭和二年三月五日 総集会
岡山市出石幼稚園に於て定期総集会を開きた
り。出席会員百四十余名。
挙行事項は左の如し。
一、議事 本会規則修正の件
本会規則は明治三十三年創設以来殆ど三十
年間其の儘にて進み来りしも幼稚園の増設
と社会が幼児教育に目醒め来りしとより此
年会員増大し、殊に廣島県の東部福山、尾
道、鞆地方より入会さるるものに至りしよ
り進運に適応すべく修正案に賛せられた
り。
二、報告
廣島、香川地方幼稚園視察談 会員 英賀
春子君
名古屋、静岡地方幼稚園視察談 会員 折
井彌留枝君
吉備保育会の総会および主催行事の参加者数は、百
人以上参集していることが多く、比較的安定してい
た様子である。吉備保育会は隣県の広島県からの入
会者が増大している様子から、規模も大きくなって
いる。また構成員（会員）に対し、他県の「幼稚園
視察」や視察から戻った会員に対しては、「視察報
告」を実施させている。とりわけ折井にいたっては、
保育実践・研究発表のほかにも業務が与えられてい
ることから保育会における彼女ヘの期待が感じ取れ
よう。会長の国富は、つねに他県の保育会の動きに
は敏感でありながら、報告業務を命じることで、ゆ
るぎない保育会の運営を目指そうとした。昭和期に
なってからも吉備保育会は順調に運営された。同年
３月に行われた「役員改選」においても会長は引き
続き国富が選出されていることが注目できる。国富
は、岡山県における幼児教育者として無くてはなら
ない存在になっていた。役員改選の模様は以下の通
りであった17）。
一、役員改選
昭和二年三月五日総集会に於て会則修正の結
果として改選せられたる本会役員柚木の通り
就任せり
会長 国富友次郎
副会長 （欠員中）
幹事 赤坂豊太 大林孫治 妻井一郎 中村
信康 森作太 英賀春子 岩田艶子
岡政子 折井彌留枝 佐々てつ 高原
寅子 馬場千代乃 古田重子
評議員 犬飼柏太郎 片山真五郎 土光午次
郎 長江真一 中尾韻俊 児子喜六
西川富佐太 原野完爾 馬場保太
藤原小喜久 御牧義太郎 山田音次
郎
国富が引き続き、保育会会長に選任され就任してい
る。幹事職には、折井・岡の顔ぶれもみえる。吉備
保育会の体制がしっかりとした土台のもとに築かれ
ていたことがわかる。
２．「会則」の制定
1927（昭和２）年３月に、「吉備保育会会則」が
制定した。以下に資料を見てみたい。会長国富を中
心に、吉備保育会を盤石の基盤のもと、保育に関す
る研究・審議をこなしていくことになった19）。
吉備保育会会則（昭和二年三月修正）
第一条 本会ハ保育関係者並ニ有志者ヲ以テ
組織シ幼児教育ノ発達ヲ図ルヲ以テ
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目的トス
第二条 本会ヲ名ケテ吉備保育会ト称ス
第三条 本会事務所ハ岡山市東田町深柢幼稚
園内ニ置ク
第四条 総会ハ毎年五月、十一月ヲ以テ開会
ス但シ特ニ臨時会ヲ開クコトアルベ
シ
第五条 本会ノ事業ハ大要左ノ如シ
一、保育ニ関スル講演、講習及ビ研
究ヲナスコト
二、其ノ他保育上必要ト認メル事項
第六条 会員ヲ分ツテ名誉会員、通常会員ノ
二種トシ名誉会員ハ本会ヨリ推薦シ
タルモノ、通常会員ハ本会ノ趣旨ニ
同意シタルモノトス（中略）
第十条 役員ノ任期ハ三カ年トス
第十一条 学識名望アリテ本会ニ裨益アリト
認ムル人ハ顧問トシテ推薦ス（以
下略）
吉備保育会
３．国富における幼児教育への提言
「会則」制定後の吉備保育会はますます保育研究・
実践活動がますます精力的となった。創設者の国富
も、研究課題を取り上げた発表している。以下に示
した史料は「幼児保育上特に留意すべき国民道徳の
徳目如何」なる発表資料である。なお、資料中の句
点については、執筆者の意図により付したものであ
る20）。
研究題「１．幼児保育上特に留意すべき国民道
徳の徳目如何」
説明者 岡山 国富氏
抑幼児保育は幼児を自然の空気の中に入れてな
るべく拘束を加へないで教育して行くべき事は
申迄も無い事である。然るに此幼児教育に於て
国民道徳の徳目を定めると云ふ事は恰も小学校
に於ける訓練と同様幼稚園に於ても或は徳目を
彼の幼弱な幼児の頭につぎ込むで保育しなけれ
ばならぬといふ意味にとれるが左様な意味では
無い。今朝来の皆様のお話の通り我が保育事業
は我が国教育界から織子扱ひにされて居る。文
部省をはじめ一般社会がまだ此の事に頭を向け
て居らないのである。然しながら苟も三才から
六才に至る幼児期は心身発育上最も大切な時期
である。此の時機に我々保育者は如何なる方針
の下に保育すべきか。小学校令に幼稚園規則が
附加せられて既に数十年。（中略）宜しく根本
教育たる幼児期の保育に努力を以て教育の効果
をよりよく収めねばならぬ。彼の天真爛漫にし
て個性の発表の自由なる時に於て公徳に欠けた
る行為があらば保姆これを等閑視せず矯正して
習慣にまで至らしめ正義の念に欠ける者有つて
他の利益を顧みない者があるならば自由遊びの
間を利用して、これが矯正に務むるのも一法で
はあるまいか。何卒我が国民道徳に関し既に出
来上がつたる御意見に御調査等あらば御発表あ
りたい。而して凡ての保姆諸君が規則的でなく
頭の中にたたき込むでその頭を持つて常に幼児
保育に当つて欲しいと思ふ
国富は、資料中の下線部が示す「幼児期の教育」
こそが「根本教育」であるため、「教育の効果をよ
りよく収めなければならない」とし、最重要課題と
して提案している。また「保姆」の役割についても
下線部にあるように「公徳に欠けたる者行為あ」っ
た際には、「等閑視せず矯正して習慣にまで至らし
め」るようにしなければならないと説いている。ま
た「自由遊びの間を利用して、これが矯正の一法で
はあるまいか」とまで言及し、力説していたである。
すなわち幼児保育の成功不成功は保姆の一任にか
かっていた。現在までに至り、一貫として行われて
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きた岡山の保姆養成の一端を伺うようなものではな
いだろうか。この後、国富は1931（昭和６）年に、
「中国・四国・九州保育連盟」を結成し、西日本を
中心とした幼児教育の発展にも尽力した。また先述
の岡山市長のほか、岡山県教育会副会長、岡山県盲
唖学校校長、岡山県議会議員、岡山県教育会会長な
どを数々歴任した。
Ⅳ.おわりに
国富が会長職を退いたのち、会長に就実学園理事
長の大賀矢太郎が就任した。しかし戦時体制の影響
を受け、統制がかけられた同会は、1942（昭和17）
年に「帝国教育会」傘下の「岡山県教育会」に吸収
され消滅した。戦後になり1948（昭和23）年２月に、
倉敷御国幼稚園の園長松井円戒らの尽力により、同
会は復活の計画がなされたものの、幼稚園の加盟団
体数の激減、保育連合会の新設などのあおりをうけ、
同会は保育連合会と合併、「岡山県保育会」となり
再び名前が消えることになった。設立当初は脆弱な
団体であったが、岡山市民および民間の協力者の後
押しもあり、幼稚園が廃止されることなく維持され
た。この幼稚園の存続問題はやがて岡山の幼児教育
の普及・保姆養成の問題を刺激することになり、吉
備保育会を設立する運びとなった。
国富は、吉備保育会において運営のみならず講演
活動などを積極的に行い、岡山における幼児教育の
普及に全力を注いだ。同会を組織するメンバーには、
幼稚園保姆経験者・教育活動家・その他有識者らが
多数存在した。そのなかに経験豊富な保姆折井の功
績を知り、同会に招聘した。折井は岡山市内の公立
幼稚園園長・同小学校校長・幼稚園専任園長を数々
歴任した。そのかたわらで30有余年もの歳月をかけ、
同会における保育実践指導のみならず保育に関する
先進的な研究発表、幾多の講演活動、他県の幼稚園
視察等に至るまで、東奔西走のごとく懸命に取り組
んだ。そこから国富・折井もともに岡山の幼児教育
の発展は保姆養成の如何に関わることを指摘してい
る。
創設者国富とそれを支えた保育者折井のたゆまぬ
努力の末、同会の参会者数も百名を超えるほどの安
定した保育団体にまで成長を遂げた。保育会主催の
講演会では、日本の保育界を代表する倉橋惣三等の
著名人を同会に招聘することにも力を注いだ。かく
して国富・折井らの積極的な取り組みこそが吉備保
育会を根底から支えるものとなった。
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